
一 般 質 問 ＜ 代 表 ＞ 発 言 通 告 書

令和５年２月１３日

長久手市議会議長 殿

会派名 改革ながくて

長久手市議会議員 山田けんたろう

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
代 表 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

長久手市の持続可能な都市経営について

⑴ 長久手市立地適正化計画を、令和５年度末の策定予定と

して、現在、都市構造上の課題の整理をしているところで

あるが、そこで見えた本市の課題はどのようか。

⑵ 本市の空き家の傾向と要因、対策及び活用等の取り組み

を伺う。

⑶ 全国では、道路、公園、下水道等の都市インフラの老朽

化が進み、財政面を含め維持補修が課題となっており、国

はインフラを「群」としてとらえ、複数の自治体が連携し

一体的に維持補修する案を示した。具体化した場合、本市

はどのような連携を行い、どのくらいの財政負担の軽減が

考えられるか。

２

長久手市の観光について

⑴ 昨年、ジブリパークが開園し、今年からＮＨＫの大河ド

ラマ「どうする家康」の放映が始まり、愛知県や本市も注

目を集めている。今後どのように「長久手市」としての「観

光」を進めていくか。

⑵ 愛知県は、昨年９月１５日から今年２月１５日までの間

で、ジブリパーク開園により国内外から多くの来訪者が想



定される、名古屋東部丘陵地域を中心とする地域を対象と

して、「ｍｙ ｒｏｕｔｅ（マイルート）」等を活用したＭａａＳ

（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ）の社会実装に向けた実証実験

を行った。本市内では、リニモ沿線にシェアサイクル「カ

リテコバイク」のポートを設置し、経路検索やリニモ沿線

の周遊観光を図る目的でイオンモール長久手、イケア長久

手、長久手温泉ござらっせ、藤が丘のエフを繋ぐ形で行わ

れた。市としてこの効果をどのようにとらえ、本格導入の

際は市の観光にどのように活かすことができるか。

⑶ 本市のＮ-バスでは、バスロケーションシステムが導入

されているがテキスト版のみである。隣接市の日進市で

は、テキスト版に加え、市が提供している「にっしんまっ

ぷ」に、くるりんばすの現在位置情報（現在のバス走行位

置）、路線図、バス停の位置を地図上で表示するマップ表

示版も導入している。公共交通の充実は、市民の日常生活

の利便性向上とＮ-バスの利用促進、市外からの観光客の

利用により市内の観光促進も見込める。導入しないか。

３

誰もがいきいきと安心して暮らせるまちについて

⑴ 詐欺や空き巣のみならず、全国各地で発生している広域

強盗事件等高齢者を狙う犯罪が多発、凶悪化している。自

治体によっては、各種防犯対策への補助を行っている。本

市ではどのように考えるか。

⑵ 資源を収集する「地域の集積所」があるが、市内の開発

などにより場所の移動を余儀なくされ、自治会をはじめと

する市民は新たな場所の選定に苦慮されている。市に相談

しても、「市民同士で解決すること」との対応である。市

の第６次総合計画「誰もがいきいきと安心して暮らせるま

ち」の「地域の課題をみんなで解決」では、市民による助

け合い・支え合いの地域づくりの推進として、地域の課題

を地域で解決する仕組みづくりとご近所同士の話し合い

の場づくりを支援するとしているが、どのように考える

か。

４

「高齢化」「大災害」「人口減少」について

２０１１年に長久手市長に初当選後、３期１２

年、役所の限界、縦割りでは対応できない、地域の力が必要、

市民の力を借りたい、その第１歩は「つながりづくり」すべ

ては、この課題に対応するため「高齢化」「大災害」「人口減

少」を掲げ、市政にご尽力をされてきた。現在の長久手市は



市長の掲げる思いが実り、達成もしくは達成に近づいている

と考えて良いか。


